
 

民 団 宮 城 
                

 

第 44－16号．2023．1月末 
在日本大韓民国民団宮城県地方本部 

〒980-0014 仙台市青葉区本町１丁目５番３４号  

 

 

発行人 団長  李 純 午 
電話：022-263-6961 fax：022-222-4707 

電子ﾒｰﾙ ID  mindan@themis.ocn.ne.jp 

      

 

   

民団宮城  

ホームページ   

QRコード 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

民団宮城文化センター 

自主勉強応援コーナー開設 

  

民団宮城地方本部のお知らせ(022-263-6961) 

2023年 2月の行事のご案内 
⚫ 仙台韓国教育院, 高 承天院長 送別会 

2月 13日（月）18：00 

RIGOLETTO TAPAS LOUNGE(イタリア料理)、会費：5000円 

第 104周年 3.1節記念式 （後援：在外同胞財団） 
3月 1日（水）11：00韓国会館 6階 

お弁当持ち帰り、포장마차予定 

＊詳細は別添案内文を参照 

サランバンみやぎ 後援：在外同胞財団 

2023年度上半期の予定 

【2月】2日、9日、16日 

【3月】2日、9日、16日、23日、30日 

【4月】6日、13日、20日、27日 

【5月】11日、18日、25日 

【6月】1日、8日、15日、22日、29日 

変更の場合も有 

 

 

 

 

70歳以上の団員様対象 

2023年 2月相談日6(月)・13（月)・20(月) ・27(月) 
時間：13：00～17：00（完全予約制） 

場所：韓国会館 4階（仙台市青葉区本町 1-5-34） 

相談員：金東暎行政書士 

予約：民団宮城 022－263－6961 

Web予約は民団宮城HPから 

無料相談 まずはお電話下さい！秘密厳守 

「民団生活相談センター / みやぎ」 
 専門家が対応します・無料 30分相談 後援：在外同胞財団 

アシアナ航空 仙台～ソウル 2023年 2月運休案内 

運休:2/1から 2/28（変更の可能性あり） 

韓国語講座を申請したい方は今でもホームページで 

受付出来ますので、よろしくお願いいたします。 

追加登録のお問い合わせは民団文化センター：TEL 022-263-6961  
 
 

この 1 年間、リモートで
授業を受けていた学生た
ちが先生と初めて一緒に
オフラインの集まりを行
いました。 

2023年 1月 17日（火） 

（權珉廷先生のクラス） 

2023年度韓国語講座スタート 

2023年 3月 18日（土）～21日（火） 

アシアナ航空 ソウル－仙台チャーター便運航 

3月 18日 : 仙台―ソウル（仁川）12：30～15：00 

3月 21日 : ソウル（仁川）―仙台 09：20～11：30 

旅行のお申込みに関するお問い合わせは ㈱エイチアイエス 東北法人営業所 
担当者：西田 尚人 022-217-8420・MAIL：t-dantaisdj@his-world.com  
営業時間：平日 09:30～17:00 / 土日祝 休み 
 

New! サランバンみやぎのケ
アボーイとレディー 
閔志尚（ミン ジさん）様：月、
木曜日（週 2 回）に事務局とサラ
ンバンの業務を補助します。  
金那英（キムナヨン）様：木曜日
（週 1 回）にサランバンの業務を
補助します。 

第 5回三機関長執行委員会 
2023年 1月 21日（土）、14時、韓国会館 6階 

次の会議日程：3月 11日（土） 

第 2回東北日韓交流協議会 
2023年 1月 17日（火）、15時、韓国会館 4階 

次の会議日程：2月 15日（水） 

2月 2日より閔志尚、金那英 
サランバンのケアボーイとレディー 

⚫ 民団宮城冬季次世代交流事業 （後援：在外同胞財団） 
参加者受付中： 電話または E-mailでお願いいたします。 
手ぶらスキースノーボード教室&日帰り温泉 

2月 18日（土）山形蔵王（民団前からバスで移動） 

対象：어린이（オリニ）、青年会、保護者会、文教部の関係者等 

mailto:mindan@themis.ocn.ne.jp
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2023年 1月 7日（土）韓国人成人式/韓日交流会を韓国会館 6Fで

開崔し関係者と団員含め 100 名が集いました。駐仙台韓国総領事

館 林熙順総領事、趙允彗副総領事、南京美領事、仙台韓国教育院 

高承天院長、あすか信用組合西山享志支店長が来賓として出席、コ

ロナの影響で 9 人出席予定だったうちの 3 人が急遽欠席しました

が、欠席した成人者の家族が出席して団員全員で韓国人成人者の

節目をお祝いしました。金孝博副団長は「民団宮城家族で育ったオ

リニ達が今の民団のバトンを繋いでくれることを期待していま

す。いつも私達は応援しています」とエールを送った。各団体代表

より記念品を成人者に伝達後、成人者代表の閔志尚くんは「感謝の

気持ちを忘れず、地域社会に貢献していけるよう努力します」と答

辞を韓国語で述べ会場より大きな祝福の拍手が鳴りやまなかっ

た。姜愛花会長より青年会活動記録を PPT で紹介し成人者と青年

会を繋ぐ役目を担った。 

第 2 部は青年会のチャンゴ演奏でオープニングを飾り、続いて民

団宮城の活動映像で 2022 年を振り返りました。金東暎副団長は

「新しく取り組んだ事業におきましては団員皆様のご理解とご協

力で一年を無事に終えることができました。2023 年は傘下団体や

支部、韓日関係団体と意見交換を重ね更に連携し組織強化に努め

て参ります」と団長代読挨拶となった。 

駐仙台韓国総領事館 林熙順総領事

より在外同胞財団主催文学賞伝達式

が行われ、仙台から初入賞となった団

員の金順姫様の佳作入賞に大きな祝

福と喜びを分かちあう伝達式となり

ました。豪華賞品が当たる抽選会、お

弁当と記念品を手渡され新年に相応

しい笑顔溢れる新年会となりました。 

会場後方では포장마차コーナ

を用意しマッコリと豆腐キム

チで残っている団員 30 名程を

迎えました。韓国の屋台を思い

出すような雰囲気に会話も盛

り上がり新年の余韻と交流を

楽しむ時間となりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

成人者李里奈さんのご家族が

アメリカより来団くださいま

した。祖母の趙春子（85 歳）

様は「どうしてもアメリカに

住んでいる家族を韓国会館に

連れてきて、民団の事業に参

加させたかった。民団宮城と

いう団体を家族に自慢した

かった。」娘婿のニールさんも英語での団員との会話を身振り手振

りで楽しみながら過ごした。 

次世代に民団を繋げていく国際的でアットホームな雰囲気での新

年の始まりの民団事業となりました。 

ホームページの 
QR codeは 
こちら 

 

 
 

 

 

 

안녕하세요?宮城青年会会長、姜愛花です。

あけましておめでとうございます              

昨年 11月 26日-28日に、宮城青年会主催で福

岡研修旅行に行ってまいりました       福岡研修
旅行の目的は、朝鮮通信使の歴史について理

解を深めること・福岡青年会との親睦を深め

ること・福岡の名所を巡りながら楽しい思い

出を作り、青年会員の定着、意欲の向上を図

ることでした。全ての目的をクリアし、青年

会員同士の仲もより強くなったと実感する行事となりました       

また、2023年度初の行事として、1月 7日

(土)に宮城民団主催の新年会・成人式が終了

後、新成人も含めた宮城青年会主催の新年会

を開催いたしました      新年会では、既存青年
以外の新成人とも仲を深めることができ、有

意義な会となりました！青年会員は随時募集

中です      

行事に参加してみたい・興味がある方は、下記メールアドレス、または

宮城青年会の Instagramの DMまで問い合わせ願います。 

【青年会アドレス】miyagi.seinenkai@gmail.com 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 民団宮城保険センターです。 
日頃、当団にご理解とご支援を賜り

心より感謝を申しあげます。 

団員の皆様におかれましては、民団

の貴重な収入となっている民団宮

城保険センタ－の保険加入に是非

ご協力をお願い申し上げます。 
 

当センタ－は保険複合代理店

（損害保険/火災保険/自動車保

険/傷害保険/生命保険）で常に

保険会社と相談できる体制にな

っております。 

保険の切り替えの時期には是非

ご相談・お見積りをお願いいた

します。 

 
民団保険センター 022-223-6671 

2023年韓国成人式及び韓日交流新春の集い 

後援：在外同胞財団 

ご案内 
 
金順姫様の佳作入
賞作品を民団宮城
のホームページに
韓国語と日本語の
バージョンで読め
ます。 
 

青年会便り（姜愛花 青年会会長）後援：在外同胞財団 

 

   宮城韓国商工会議所だより  
   第 224号 2023年 1月末 

理事会の予定：2023年 2月 14日（火） 

14：00～ 韓国会館 4階 

在外同胞財団主催文学
賞を受賞した金順姫様 

 

  

 

  

趙春子様の家族と仙南支部団長 

新年会のオープニング演奏 

mailto:miyagi.seinenkai@gmail.com


 

 

民団宮城の三機関長は新年の挨拶で駐仙台韓国総領事、入国管理

局長、宮城県知事、仙台市長、宮城県議会議長、仙台市議会議

長、入国管理局長、仙台商工会議所会頭を表敬訪問しました。 

コロナを乗り越えながら韓日の草の根交流の重要性を確認しまし

た。 
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2023 年 1 月 18 日（水）18：30福島市（ふくしん夢の音楽堂）で

韓流 20周年 with Fukushimaキムョンジャコンサ－トに駐仙台大

韓民国総領事館（林熙順総領事）の多大なるご配慮のおかげで民団

宮城（李純午団長）サランバン一関係者 43名が大型バスで鑑賞に

お出かけしました。 

会場 1,000人が来場する中、第 1部バラタン（Baladin）クラッシ

クオ－ケストラはドラマのシ－ンなどを回想させる韓国ドラマの

名曲、18 曲を感性豊かな演奏で私達の心をわし掴みにしました。

第 2 部は韓国演歌の女王「キムヨンジャ」の登場です。大きな拍

手と歓声が鳴りやみません。「釜山港へ帰れ」「オ－メ」「アモ－ル・

フアティ」「ヤ－ヤ－ヤ－・恋は止まらない」などの名曲を全身か

らあふれる声量と美声とオ－ラに酔いしれました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

李純午団長は「敬老の皆様と一緒に

このような素晴らしいコンサ－トに

お連れでき皆様の沢山の笑顔がみれ

たことにも感激してます。1/26から

毎週木曜日サランバンが韓国会館で

始まりますのでお元気でいらして下

さい」と語りかけました。帰りのバ

スの中でもコンサ－トの余韻で大盛

り上がりでした。「本当にこんな素晴

らしいコンサ－トに連れてきてくれ

てありがとうございます」と感謝の言葉が飛び交いました。役員と

サランバン関係者の夜の遠足の旅「キムヨンジャコンサ－ト」のひ

と時はそれぞれの最高の思い出となり活力となりました。1/26 か

らのサランバンでの再会を約束し無事に全員が帰途につきまし

た。ご賛助賜りました関係者の皆様に対し紙面を通じ心より感謝

を申し上げます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2023年 1月 20日（金）10：00～

30 期第 23 回役員会を開催し 17

名が集いました。65 周年記念式

典の報告を含め 2022 年度 10 月

～12 月迄の行事報告がありまし

た。次回の役員会は 3/4（土）婦

人会地方大会は 4/22（土）に決定しました。 

終了後、同会場で婦人会主催 高承天仙台韓国教育院長歓送会に

24 名が出席し、院長ご婦人、韓国よりご令嬢とご一緒にご出席下

さいました。ご来賓に林熙順駐仙台大韓民国総領事、趙允彗副総領

事、南京美領事がお祝いに駆け付けて下さいました。 

厳由美会長は「一人一品料理を役員でもちより心をこめて準備し

ました院長先生の 3 年間の労をねぎらいながらどうぞ最後までご

ゆっくり婦人会の皆様との交流を楽しんで美味しく召し上がって

下さい。」と挨拶後、高院長からも婦人会皆様との活動の交流など

の感謝の意をのべながら次期の新院長のご紹介やソウルに帰国さ

れても皆様との再会を約束しました。 

30 種類の手作りビュッフェに参加者一同は見た目と味を堪能しな

がら高院長との楽しい会話を楽しみました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

移動サランバン（キムヨンジャ公演）後援：在外同胞財団 

2023年 1月 5、6日（木、金） 

広告募集中！詳細はご連絡下さい 民団事務局設置用 飲食店チラシ・名刺も募集中！ 民団宮城 TEL022-263-6961 

新年挨拶回り 

宮城県知事 村井嘉浩様     駐仙台韓国総領事 林熙順様 

仙台市長 郡和子様        市議会議長 赤間次彦様 

仙台商工会議所会頭 藤崎三郎助様   宮城県議会議長 菊池恵一様 

婦人会便り（厳由美 婦人会会長）後援：在外同胞財団 



 

 

 

 

새해 복 많이 받으세요 ！  

民団塩釜支部では 12 月に年末の

ご挨拶で戸別訪問をし、たくさん

の笑顔を拝見でき良かったで

す！まだお会いできてない方々

もいらっしゃいますが、引き続き

訪問して参ります。今年もコロナ

に負けずに例会や集まりを増や

していきますので、みなさん今年

一年あらためて宜しくお願い致

します！ 

 

 

１月 22 日(日 )支部会館にて 

1 月新年の例会が開かれ、久

し振りにペ麗子先生に歌を

教えて頂きました。麗子先生

お薦めの流行に左右されな

いシャンソン。 会館が歌声

と共に笑い声に溢れました。

遠い所駆けつけて下さる先生

に心より感謝します。 

大きな声を出した後には、旧

正月ということもあり特製ト

ックとすき焼きの豪華版の昼

食です。トックもペロリ   お
肉もペロリ    幸せな時間を

過ごしました。 

 

 

2023年 1月 10日（火）に成英

吉支部団長を中心にとんかつ夕

焼け 2Fで 20名程の団員が続々

と集まって参ります。 

手にいっぱいのみかんや餅、お

菓子、キムチ等の差し入れ等が

入ってきました。新年の挨拶か

らはじまり「新年なので本日は

全員ヒレカツ定食！」との支部

団長の言葉に拍手が沸き起こる

そんな一場面。 

トンカツ定食を食べている時は

とても静かです（笑）。年末の仙南地区でのキムジャンの清算など

に追われる成英吉支部団長も支部団員との月一回の交流を楽しみ

にしております。支部団長を含め男性 4 人のメンバ－で例会後、

交流を兼ね脳活性化のためのマージャン時間を毎回設けているそ

うです。仙南支部の新年の光景でした。 

次回例会は 2月 7日（火曜日）13：00～ 取材 本部： 姜恵美子 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

皆さん、こんにちは。「東北日韓友好交流連合会

(TOFA）」副会長の金鉉哲です。私は、東北大学で

韓国語と韓国文化を教えています。 

専攻は舞台芸術（performing art）、特に、日韓

近代劇の理論形成過程について研究していま

す。最近では「日韓文化交流」についても関心

を持って研究を進めています。 

今回は、TOFA の新しい企画の「みんなが知らない仙台の魅力を発

信しませんか？」を紹介したいです。ご存知の通り TOFAは、「東北

地方において、韓国に関連した活動を行うことにより、日韓の友好

関係を推進すること」を目的にしている市民団体です。特に、今回

の企画は「日韓交流に関する情報収集及び発信」活動の一環です。

既に 2022 年 10 月から東北大学生たちと共に事前調査作業を進め

ています。本格的な活動を 2023年から始める予定です。 

「なぜこの活動を企画したのか？」 

  仙台は東北地方の中心都市として知られ、住みやすく魅力的な

ところです。ところが残念なことに、韓国で仙台はほとんど知られ

ていません。その結果、コロナ終息後、韓国人観光客の爆発的な増

加が予想されるにもかかわらず、仙台が旅行先として除外される

懸念があります。この企画は、仙台市に住んでいる日本と韓国の若

者が協力して新しい観光コンテンツを発掘し、SNSを駆使して韓国

の若者にアピールすることが目的です。 

「問題点と解決策は？」 

  仙台は魅力的な観光コンテンツが多くあるにも関わらず、韓国

人の好みに合った観光コンテンツの制作とアピールはほとんどで

きていないと考えられます。現在、ほとんどの情報は日本人向けの

観光情報を単純に翻訳するレベルにとどまっています。 

  この問題を解決するために、まず日本旅行に積極的な 20代の韓

国人女性をターゲットに設定しました。仙台に住んでいる日本人

大学生と韓国人留学生が力を合わせて 20代の韓国人女性が関心を

持つような情報を集めるこ

とです。このような情報を

作った後、作られた情報コ

ンテンツが実際どのように

韓国の２０代に影響を及ぼ

すのか、若者たちによる SNS

拡散作業を通じて検証する

計画です。 

「期待効果」 

（１）２０代の視点で、新しい地域観光コンテンツが開発される。 

（２）仙台に住む日韓の若者と、地域住民たちとの自然な国際交流がで

きる。 

（３）仙台に住む日韓の人材を活用し、地域の活性化に貢献できる。 

（４）地域住民が気付かなかった、地域の新しい魅力を発掘できる。 

（５）SNSを駆使して内外の韓国人に様々な旅行情報を提供できる。 

（６）SNS広報データを利用して、韓国人のフィードバックを合理的かつ

客観的に確認できる。 

もしこの企画や活動に参加したい方がいれば、いつでも気軽に声

をかけてください。     （連絡先：kimhc@tohoku.ac.jp） 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

寄稿  みんなが知らない仙台の魅力を発信しませんか？ 

金鉉哲 東北大学教授  

（한울타리活動企画） 

 

  

 

金鉉哲 東北大学教授 

★ 1月支部活動報告 ★ 後援：在外同胞財団 

塩釜支部（金柾史 支部団長） 

塩釜支部団長

※この他にもたくさんの団員さん

と写真を撮らせていただきまし

た、ありがとうございました！ 

仙北支部 （李禮子 支部団長） 

仙南支部 （成英吉 支部団長）



   
 

 

모리노미야코 센다이에서의  

1095일간의 추억 

센다이한국교육원장 고 승 천 

 

재일동포 여러분! 안녕하십니까? 계묘년 새해 복 많이 받으세요! 

지난 1.22(일)이 설날이었습니다. 고국은 무려 4 년여 만에 1.30 일 기준 실내 

마스크 착용 의무 조정 1 단계가 시행되어 의료기관과 약국, 감염취약시설, 

대중교통을 제외한 모든 장소에서 실내마스크 착용의무가 해제됩니다. 

마스크를 벗고 자유롭게 사람들과 교류하는 날을 꿈꿔봅니다.  

센다이한국교육원장으로 부임한 2020년 2월 21일부터 1,095일(3년)이 흘러 

작별의 시간을 앞두고 있습니다. 그간 민단미야기 신문에 원고를 게재해 

왔지만 이번이 마지막 원고입니다. 다음 달은 후임 원장님과 인사말을 게재할 

예정입니다. 

모리노미야코 센다이에서의 3 년은 제 인생에서 선물과 같은 소중한 

시간이었습니다. 귀중한 선물을 함께 만들어주신 주센다이대한민국총영사관 

임희순 총영사님과 직원 여러분들, 민단미야기 이순오 단장님과 임원님, 

사무국 직원여러분, 동북 6 현 민단, 동북한인회, 센다이한국교육원 주관 

행사에 참석해 주신 모든 교수님들과 한국어 교육자, 수강생 여러분, 

동북 6 현의 한국어채택교 선생님들, 한일이공계학부유학생 여러분, 개인적인 

친분으로 교류하였던 많은 지인분들께 감사의 인사말씀을 전합니다. 

지난 3 년간의 일들을 짧은 지면에 모두 소개할 수는 없지만 한 해에 한편씩 

행사를 중심으로 파워포인트를 작성해 왔었는데 그 제목이 ‘힘차게 달려온 

0000년을 돌아보며’로 화면을 돌려가며 회상해 봅니다. 

2020 년도에는 2.21 부임, 4.8 민단 건물 앞에 태극기, 민단기, 교육원기 게양 

및 환경개선 사업 추진, 6.24 동북 6 현 민단 방문 완료, 11.8 인생 첫 

홀인원(미야기 CC 후나가타 2번홀 187야드) 

2021 년도에는 1.14 민단미야기 6 층 강당 의자교체, 2.14 이와테 게토스키장 

전방십자인대 파열, 3.11 무릎 수술, 11.21 재일본대한민단부인회 중앙본부 

제 277 회 추계대연수회 한국문화특강, 12.1-3 주일한국교육원장회의를 

센다이한국교육원 주관으로 진행하였습니다. 

2022 년도에는 4.27-28 동부재외교육기관장 회의 민단후쿠시마에서 개최, 

5.19-11.10 ‘노래로 배우는 한국어 강좌’ 주간 재일동포반 20회, 야간 일본인반 

20 회 원장 직강, 7.20 민단미야기 수요요리교실 막걸리엔 커피교실, 11.27 

제 1 회 동북지방 한국가요 노래자랑대회 성료 등이 행복한 추억으로 

남아있습니다. 물론 3 년간 4, 7, 10 월에는 한국어능력시험(TOPIK)을 

개최하였고, 일본 동북지역 한국어 교육자 심포지엄, 한국어 변론대회를 3 년 

모두 개최하였습니다.  

센다이, 동북 6 현은 한국분들께는 잘 알려지지 않은 미지의 여행지인 것 

같습니다. 초미세 먼지 제로, 사계절 축제가 열리고, 온천, 스키장, 골프장, 

미야기 올레길 등 다양한 트래킹 코스, 매력 만점의 다양한 엑티비티, 일본의 

전통문화와 다양한 체험 활동, 지역별로 다양한 음식과 해산물, 풍부한 과일, 

자연과 물이 좋아서 쌀의 품질이 우수하고 밥맛이 좋으며 지역마다 다양한 

일본 술을 맛볼 수 있는 자연의 보고와 같은 지역입니다.  

이제 2 월 20 일자로 한국에 귀임하면 센다이, 동북 6 현의 자칭 홍보대사로서 

매번 여름, 겨울 방학이면 방문하고 동북 6현 여행을 주위에 적극 홍보하도록 

하겠습니다. 미야기현의 일본 3 대 절경 마츠시마의 해변, 자오산 오카마 6 월 

야마가타현의 사쿠란보 따기 겨울의 자오스키장, 단풍이 절정인 시기에 

이와테현 주손지와 게이비케이 뱃놀이, 녹음과 단풍속의 아오모리 오이라세 

계류 트래킹, 한 겨울 아키타현의 츠루노유 인근에서의 설상 트래킹, 봄 

사쿠라의 명소 후쿠시마현의 미하루 다키자쿠라, 가스미가조공원의 단풍, 

오색소의 절경, 모두가 그리운 제 2 의 고향 센다이, 동북 6 현의 1,095 일간 

추억이었습니다. “인생은 매일이 여행이다” 
 

재일동포 여러분들의 행복한 삶을 응원합니다. 감사합니다. 아듀 센다이! 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

杜の都、仙台での1095日間の思い出 

仙台韓国教育院長 高 承 天 

在日同胞の皆様! アンニョンハシムニカ? 癸卯年、新年のご挨拶申し上げます。皆

様おそろいで、穏やかな初春をお迎えのことと存じます。 

去る 1月 22日(日)が旧正月でした。韓国では 1月 30日付でおよそ 4年ぶりに室内

マスク着用義務調整 1 段階が施行され医療機関と薬局、感染脆弱施設、公共交通機

関を除くすべての場所で室内マスク着用義務が解除されます。マスクを外して自由

に人々と交流する日を夢見てみます。仙台韓国教育院長に赴任した 2020 年 2 月 21

日から 1,095 日(3 年)が流れお別れの時を控えています。これまで民団宮城新聞に

原稿を掲載してきましたが、今回号が最後の原稿になります。来月には後任の院長

が挨拶を掲載する予定です。 

杜の都、仙台での 3 年は、私の人生にとって贈り物のような大切な時間でした。貴

重な時間を一緒に作ってくださった駐仙台大韓民国総領事館のイム・ヒスン総領事

をはじめとする職員の皆様、在日本大韓民国民団宮城地方本部の李純午団長及び役

員の皆様、事務局の職員の方々、東北 6 県民団及び東北韓人会の関係者の皆様、仙

台韓国教育院主管行事にご参加なさったすべての教育関係者の皆様(教授・韓国語教

育者)、受講生の皆様、東北 6県の韓国語採択校の先生の方々、韓日理工系学部留学

生の皆様、そして、個人的な親交で交流してくださった多くの知人の方々に心より

感謝を申し上げます。 

この 3 年間の出来事をこの紙面に全て記すことはできませんが年ごとの一つずつの

イベントを中心にパワーポイントを作成してきました。タイトルは「力強く走って

きた 0000年を振り返りながら」です。その PPTの資料を本号に掲載しながら振り返

ってみたいと思います。 

2020 年度には 2 月 21 日赴任、民団建物前の太極旗、民団旗、教育原旗掲揚および

環境改善事業推進(4/8)、東北 6 県の民団訪問完了(6/24)、11 月 8 日には人生初の

ホールインワン(宮城 CC船形 2番ホール 187ヤード) 

2021年度には民団宮城 6階講堂の椅子交換(1/14),岩手夏油スキー場で前方十字靭

帯が断裂(2/14), 膝の手術(3/11),在日本大韓民国民団婦人会 中央本部「第 277回 

秋季大研修会」韓国文化特講(11/21), 12月 1日～12月 3日には「駐日韓国教育院

長会議」を当教育院の主観で行いました。 

2022年度には 4月 27日-28日に「東部在外教育機関長会議」を民団福島で開催, 5

月 19日-11月 10日には筆者による ‘歌で学ぶ韓国語講座’を午前の在日同胞クラ

ス 20回, 夜の国際交流クラス 20回を運営, 民団宮城水曜料理教室での「マッコ

リ＆コヒー教室(7/20)」を, 11月 27日には「第 1回東北地域韓国歌謡ノド自慢大

会」の盛了など幸せな思い出が出来ました。そして、4月, 7月, 10月には韓国能

力試験(TOPIK)を、日本東北地域韓国語教育者シンポジウムや韓国語弁論大会も 3年

間欠かさず開催しました。ここ仙台,東北 6県は韓国の方にはあまり知られていない

未知の旅先のようです。極微細ホコリはゼロ、四季折々の祭りが開かれ,温泉,スキ

ー場,ゴルフ場,宮城オルレキルなどの様々なトレッキングコース,魅力満点のアク

ティビティ,日本伝統の文化や多様な体験活動,地域にはいろんな食べ物や海産物、

果物が豊富です。そして自然と水が良く米の品質はもちろん味も美味しいので地域

ごとの地酒も楽しめる自然の宝庫のような地域です。2月 20日付で韓国に帰任して

も自称「仙台、東北 6 県の広報大使」の気持ちで、夏や冬休みには毎回訪れ、周囲

に東北 6 県の旅行を積極的に広めたいと思います。宮城県の日本 3大絶景の松島海

岸、蔵王山のお釜、山形県のさくらんぼ狩り、冬の蔵王スキー場、紅葉が見ごろの

岩手県の中尊寺や猊鼻渓の舟下り、緑と紅葉のコラボが絶妙な青森県の奥入瀬渓流

トレッキング、真冬の秋田県の鶴の湯近くでの雪上トレッキング、春の桜名所であ

る福島県の三春滝桜、霞ヶ城公園の紅葉、五色沼の絶景すべてが恋しい第 2の故郷、

仙台、東北 6県での 1、095日間の思い出です。 

 “人生は毎日が旅だ” 

在日同胞の皆様、幸せな人生を応援します。ありがとうございます。アデュー仙台! 
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